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変貌しゆくマーケティングの課題
原　田　俊　夫
皆さまこんにちは。（拍手）5時までの時間をいただき，「変貌しゆくマーケ
ティソグ」という課顧こつきまして，いろいろ申し上げていきたいと思ってお
ります。
（1）
　r変貌しゆく」，という言葉を使うなら，確かに昨年の秋以降の石油ショヅ
クが始まりまLたときから，著Lい変貌が生まれたということはもはや言うま
でもありません。しかしながら，必ずしもそれ以後だけが変貌しているわが国
のマーケティソグの実態ではなくて，むしろ戦争直後のころからずっと，変動
と流転の渦の刺二，わが国のマーケティソグはあったのだというふうに申し上
げたほうがいいんじゃないかと思います。
　たとえば，昭和20年代の戦後の混迷螂こおけるマーケティングとか，昭和30
年代に技術革新が導入されてからあとの，すばらしい勢いでの高度成長段階，
並びにそれの燭熟期に至るまでのマーケティソグ，そして40年代に入りまして，
構造変革を伴ったところのマーケティング……と，いろいろ変革と流転の歴史
を繰り返Lていると申し上げることができるんじゃないかと思うのです。
　しかLこのような事態が出ましたことも，考えてみますと，当然といえば当
然じゃないだろうかと思うんです。と申Lますのは，わが国の実態というもの
は，まことに奇妙な存在でございましてr無」とr有」とが完全に混在してお
る，二極化の世界だと申し上げることができるからなのです。たとえぱ，わが
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国は非常に小さな国土しカ蒋っておりません。アメリカのカリフォルニア州の
大きさもないようなふさな国柄なんです。’をころがそこにはやがて1億1，000
万を数えようとする，巨大なる人口がおりまして，この巨大な人口こそは生産
力の原動力であり，また消費の源泉だといわなければならないだろうと思いま
す。・わずカ場妨平方キロメートルという，さきにも申しましたヵリフォルニァ
州の大きさにも足りない小さなところに，1億をこえる民が無数の生産力と，
無数の消費力の渦としておるわげですから，これこそまさに「無」と「有」の
混在する杜会だといわなくて何たのだろうかと思うのです。
　さらに申しますと，ただ単に土地柄が狭いだけじゃございませんで，わが国
は本来，非常に資源の少ない国なんだということをいわなければならないと思
います。事ごとに輸入にたよらざるを得ないという面があるわけです。物資が
非常に乏しいのにかかわらず，わが日本民族というのは，世界の民族の中でも
非常にすぐれた頭脳力を持6ておるということを忘れるわげにはゆきません。
そうすると，すばらしいまでの知恵を持っておりながら，ものがほとんどない
んだということになります。してみると，ここにもまた二極化の世界の｝つの
段階をとらえることができやしないだろうかと思うのです。
　さらにもう少しこまかく申しますと，わが国は36万9，660平方キロメートル
1ぐらいしか土地を持たないのです。ところが世界の土地面積はどのくらいある
だろうかといいますと’1億3，517万1，000平方キロメートルあるのです。1億
3，517万1，000平方キロメートルの世界の土地面積に対して，わが国は36万9，660
平方キロしかないんだということです。比率をとってみますと，困ったことに，
何とバーセ：■トにすら達せず，わずか，O．27劣ぐらいにしかならないのです。
非常に小さな乏しい国柄であるということを，いまさらのように意識せざるを
得ないんじゃないだろうかと思うのです。
‘二先ほど1億1，000万の人口ぱたいへん大きな人口だということを申しました。
しがし世界人口というのは，もはや38億になんなんとしておる状態なのです。
8潤
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そうすると1億1，000万を割ることの約38億でとってみますと，これはせいぜ
い2．9％弱にしかすぎないんだということです。さっきは大きな人口だと申し
ましたけれども，世界のこの激しい人口増殖からみますと，わが国は3％に満
たない人口しか持っていないのです。そして0．27％一バーミルの段階で計ら
なければならないような土地面積しか持ってたいのです。これをして乏しいと
いわないで何だろうかということだと思うのです。
　ところが驚いたことに，世界の資源を自由自在に使うことができるというこ
とを前提としていた従来の杜会におきましては，何と世界の生産力の約20％を
あげておったということなんです。そうしますと，これもまたr無」とr有」
の混在する世界といわないわけにいかないんじゃないでしょうか。現に1955年
ぐらいのGNPの大きさをとってみますと，わずかに8兆6，000億円ぐらいし
かなかったかと思います。昨年度のGNPは113兆円ほどになっておって，名
目で申しますと13倍ぐらいに達Lているんじゃたいでしょうか。実質ではいろ
んな計算方式がございますけれども，きわめて犬まかに6，7倍ぐらいの大き
さになっているかと思いま丸そしておそらくは今日から10年もしくは15年先
には，GNPの犬きさはたぶん900兆円ぐらいになっていくんじゃないだろう
かともいわれておるわけです。これは先ほど申しまLたような，非常に優秀な
民族性とか，また企業経営の意欲の強さとカ㍉資本蓄積力がなかなか旺盛なも
のがあるというような1つの局面が，大きくプラスしてくる面があるんじゃな
いかと思うからです。、
　そうかと思うと，二発石油ショヅクを食らってしまいますと，一国の副総理
ともあろう者が，みじめにもこじき根性でもって出かけていきまして，おじぎ
をしまくりまLて，やっとこさっとこ去年のクリスマスブレゼソトで，開発途
上国のしかるべき方々から，「どうだうれしいだろう」，なんていう調子で石油
の割り当てを受げまして，ようやくここに3慮キロリットル程度の石油を何と
か調達し，しかもそ叔はものすごく高い値段で押しつけられているんじゃない
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かということです。これは石油においての悲劇だったということがいえると思
うんです。しかし同じことが小麦についてもいえるんじゃないでしょうか。同
じことが砂糖についてもいえるんじゃないでしょうか。あの0PEC，もしく
はOAPECともし同じような機構が小麦にあり，あるいは砂糖にあるとすれ
ば，同じような悲劇をわれわれは繰り返さなければたらないんだということで
す。まさにr無」とr有」の混在する杜会の悲劇だと，繰り返していわなげれ
ぱならないと思います。こんたひ弱な花としての面があるのですから，わが国
の経済というものがいろんな形で荒れまくっていくということは，げだし当然
じゃないだろうかと思います。
　いまさら振り返って30年代，あるいは20年代の話は，時間の関係もあります
のでカヅトいたしますが，40年代に入ってくると，わが国は先ほど申しました
とおり，経済におげる穣造的変革というものを見るに至ったんだということを，
もう一度申し上げてみることができるかと思うんです。簡単に振り返りますと，
30年代は技術革新を柱として，そこには製品革命あり，輸送革命あり，保管革
命あり，包装革命ありと，いろんな革新的な変化が生まれて，オーバー・サプ
ライ現象が出て，激しい競争が起こっていって，その競争市場の中に打ち勝っ
ていくためには，規模の利益を得なければならないというわけで，企業は次か
ら次に規模の拡大化をいたしました。そして落ちるものは落ち，上がるものは
だんだんだんだん寡占化体制の経済というものをつくり上げて，そこに大きく
伸びていこうとし，その中に働く人もだんだんピラミッドを登る人たち，わず
かな自己の仕事の中に一個の歯車をそこに見出さざるを得ないという，次第次
第にこの巨大なるビジネスカ，巨大たる生産力，販売力の申に，人々は人問性
をすら失っていったんじゃないかと恩うんです。そうLたことがやがては高度
成長燭熟期というものに反転せざるを得なくなってくることは，言うまでもな
いんじゃないかと思います。
　いわぼ販売，生産の盛んなりし30年代頃も，コソシューマー・オリエソティ
　816
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ツドとか，コソシューマー・オリエソテイショソとか，表面切っては消費者を
大事にしましょう，消費者ば三E様ですなんて，まことにかっこのいいことをい
っておったのですげれども，実はこの消費者たちは，全くの無冠の帝王だった
んだということを忘れてはたらないと思うんです。そしていいように企業に牛
耳られていた人々の下位集団にすぎなかったんだということを，あげておいて
みることができるかと思います。いまさらそれをぼやいて，広告の力で買わさ
れたという奴も，またばかだと私は思うんです。しかしいずれにせよ，消費者
というものが，ある面からいうとしいたげられ，痛められておったということ
は間違いなかったかと思うんです。しかしながら，そのような力が，やがては
1つの大きな反転に転ぜざるを得なくなってくるということは当然考えられる
ところです。コソシューマリズムの急速な台頭という間題，消費老主義という
ものの急速な台頭が，一方において起こってきたんじゃないでしょうか。そし
て公害問題などの発生に伴って，人々は物的生活の豊かさは得たけれども，心
を次第に失っていったというようた事態の中で，またときの政府も考えざるを
得なくなっていったわげです。
　生産，販売重視ということもけっこうだが，開発に次ぐ開発が自然を失わせ，
人の心を失わせていくようじゃえらいことだ……。福祉杜会の建設に向かわな
ければならないんじゃないか・一・というわげで，従来のもっぱら生産，販売を
中心とする体制に対して，構造的変革というものを必要とするようにたってき
たということが，先ほど申し童したようた，40年代におげる1つの犬きな，あ
る意味におげる進歩，ある意味における転換期への1つの蓬着だったといえた
んじゃないだろうかと思います。
　もっとも，この40年代も前半におきましては，比較的話は簡単だったという
ことを申し上げてみることができるかと思うんです。どうしてかといいますと，
そういう事態が1つの民族によって構成されております。日本の内部のみにお
いて起こっておったということなんです。ところが後半期に入りましてからは，
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そうもいかなくなってきました。　　　　　　　1
　国際的な外圧というようなものが著しい勢いで，わが国の経済を虐たげてき
たと見ないわけにはいかなくなってきたからです。早い話が昭和46年の8月16
日ですげれども，たぶん皆さまもご記憶の，例のニクソソ・ショックというの
がありました。これはアメリカの新しい経済政策とか，あるいは新しい国際通
貨の体制の確立を中心とした問題でしたが，大きな影響をわが国の経済に与え
てきたといわざるを得なかったと愚い重す。
　たとえばずっと長い閻続いておりました360円固定相場の壁に対して，根本
からの衝撃が与えられてきたんだということなんてす。この360円の固定楯場
というものが，どれほどわが国の経済の復興とか，発展とかに役立つ防波堤と
なっておったかは，いまさらいうもおろかということなんじゃないだろうかと
思うのです。実はこの360円相場の影に入りまして，わが国は着々と外貨かせ
ぎをしていったわげです。技術革新によってどんどん生産力は高まったにかか
わらず，国内に必ずしもオーバー・サプライの現象を見なくて済んだのは，次
から次に過剰生産力を海外へ輸出することによって，どんどん外貨を獲得する
のに，この360円というパイプは，非常に大きな役割りをしてきたからです。
　いまでこそ外貨不犀で非常に困っておりますけれども・48年の2月には国際
収支の残が190億ドルからあったんじゃないですか。そういうような形で，い
わば外貨かせぎということに大きな拍車を与えていったのが，かつてあった
360円相場だったんです。ところがこれに根本的な鉄鎚が加えられこの穐場体
制がくずされてLまいまして，フロート制度（変動相場制）を46年の秋からと
らされていったわけです。このようなことは，全く初めての外圧だものですか
ら，わが国といたしましては，にっちもさっちもいかない段階になってしまっ
て，一時は日本経済崩壊というようなことが取り上げられるほどだったんだと
いうことは，たぶん皆さまのご記憶に薪たなところじゃ恋いかと思うのです。
しかし幸いに46年の12月に国際蔵相会議が開かれまして，308円相場というも
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のが出来ました。その繕果，確かに円は360円から308円に切り上げられまして，
スタートライソは，ある意味におきまして，わが国の国際収麦には不利になっ
てしまい，大きく一歩後退したかのごとくであったのですげれども，わが国の
人々というのは，なかなか器用な連中ですから，新しいスタートライソが設定
されると，が然猛烈な再ダヅシュをはかっていきまして，47年の上期こそやや
もたついていましたけれども，その夏場をこえるころから次第々々にぐんぐん
回復への一路をたどっていったん・じゃなかったかということを申し上げること
ができるかと思うんです。そLてある面からいってわが国の経済は従前にも増
すような勢いで再出発の路線をひたむきに進んでまいりました。そのためか，
47年の夏場をこえましたころ，円再切り上げ間題ということが起こってきたわ
けです。
　そこでこの円再切り上げ問題というようなものの嵐を，もろに食らってしま
っては大変なことだというわげで，ときの政府は，といいましても，実はいま
の政府なんですげれども，たぶん皆さまもご記億の調整インフレ政策というも
のをとろうとしていきました。今日私どもはイソフレの害毒をひしひしと味わ
っているわけです。これは非常におそるべき毒薬であることを感じとっておる
んですげれども，あえて意識的に，人工的に，いわばイソフレ政策をとろうじ
ゃないかというのが，調整イ：■フレ政策だったのです。こんな毒物をもってあ
ぶないじ・やないかといわれます。そのとおりなんです。しかし方法は，毒を制
するに毒をもってすぺし，という考え方だったわけです。なぜそんなあぶない
ことをしたんでしょうか。
　実は国内にイソフレの雰囲気というものをつくっていきますれば，当然物価
は上がってくる形になります鉋そうすると，いままで盛んに輸出をしようと思
った業老たちば考えるわけで丸しんどい手続をして輸出するよりは，いっそ
のこと国内に売ってみれぱ，存外いいお値段に売れるじゃないかということに
汝れぱ，輸出を差し控え，国内に回す形になり，輸出がおのずから減少いたし
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ます。そこで外貨がそれに引きかえて入ってくるのを防ぐことができるように
なるわけです。
　結局円切り上げ，再切り上げ論が出ましたのは，たとえば黒字国責任論とい
うことが取り上げられ，わが国がどうにもこうにもいかない段階に追い込まれ，
何とかして黒字減らしということをやらなきゃならなくなったからです。そこ
で黒字滅らしの1つの方法といたしまして，国内物価を上昇させていけば，外
国へ向けられる品物が少なくなっていく・…・・。したがって支払いを受げること
が少なくなってくるだろう……。結局国際収支はそのために伸びなくて済むだ
ろう……。と同時に国内の物資が豊かになってくれば，物価は下がってくるん
じゃないか一・・と考えられるわけです。
　一方外国の業者たちも考えます。日本という国に売ると存外いいお値段で売
れるそうだ・一・。じゃあそこへごっそり出すか……，ということになってくれ
ぼ，日本の側を中心にして見れぼ，どんどん輸入をする形にたるわけです。こ
れは積極的な外貨減らLに役立つことになるわけです。太り過ぎの脂肪を取る
のに絶好た方法になるともいえます。ですから調整インフレ政策をとれば，輸
入が増すことによって，因内物資がますます豊かにたり，その結果人々は安心
Lて，必ずしも高い値段で買わなくなるから，一時調整インフレという劇薬的
な注射を打っていっても，その波及効果はあまり大きくたいだろうというわけ
でとってまいりました。
　これは原則論からとか，机上の理論からいうと，まさにそのとおりだといえ
ると思うのです。私も，自分のことをいうと恐縮ですけれども，純理論からい
えば，なかなか有効な政策だったと思います。しかし非常に残念だったことに
は，そのほかの諾政策が事ごとにドジとチ昌ンボのかたまりだったということ
です。だからせっかくのこの良薬口に苦しというやつが，みんなみんなぶっこ
われていっちゃったんじゃないですか。そしてまことに残念なことに，調整イ
ソフレ政策というのは，皮肉にも今目の狂乱物価を生む大きな火床になってし
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まったんだといわざるを得なくなりました。どうしてそうなってしまったので
しょうか。
　たとえぼこのごろでこそ声が消えてしまいましたげれども，あの日本列島改
造論なんていうものを例にとりますと，ご承知のとおり土地面積が非常に少な
いじゃないか……，37万平方キロメートルもないじゃないか……，何とかして
その土地を活用するためには，土地の提供をしてもらわなけれぱならないだろ
う……。ついては土施を提供するものに対しては，税制上の優遇をしようじゃ
ないか・一・，とこういうことを考えていったわけです。今目の長者番付を見ま
すと，ほとんど土地成金じゃないですか。あのことからもわかりますとおり，
税制上の優遇をしていったわけです。これも1つの方法だったに違いないので
す。だけれども，土地というのは，キャラメルやチューイソガムを買うのとわ
けが違いますから，ものすごくお高いんです。そこでちょっとやそっとじゃ買
えないだろうというわけで，資金の調達を容易にするため，47年の秋口には，
かつて見たこともない超低金利政策というものをとっていったんじゃなかった
ですか。今日の高金利時代，2桁金利時代から見ますと，まさに夢のようなこ
となのですけれども，それが何のことはない，一昨年の秋には，そうやってお
ったんだということです。いかに朝令暮改も激しいかということがわかるんじ
ゃないですか。そしてたとえぱ1年ものの定期預金などというのは，貸し出し
金利が下がれぼ当然預金金利も下がりまして，大体5，25％だったんです㌫そ
ういう状態になってみると，貸し出し金利が安くなったということは，確かに
資金調達は容易になりますから，これはけっこうだったと思います。しかし私
をもって代表老としておりますような貧乏人ぱ，少々ぐらい金利がバーセソト
単位で安くなったからといって，あのでっかい金額の土地が買えますか。全然
高嶺の花もいいところだということです。しかしせっかく金利が安くなったか
らには，何か買わなきゃ損だということになりますと，せめて小さな1つの願
いは，動く部屋を買おうじゃないかということで，皆が車に目をつけました。
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　去年の2月，3月，4月は，今年と較べ夢のような話ですけれども，車は売
れて売れてしょうがなかったんじゃないですか。大体車のセールスマソなんて
いうのは，パリパリの新車を乗り回しまして，これと思われるお客さまのとこ
ろに訪ねていくべきです。ところが彼らは乗る新車がなかったわけです。がた
びしゃの中古車に乗って，お客さまを訪ねておったわげです。しかも注文を得
まして，納車まてに1ヵ月以上かかっていたのです。それでも汰おかつ足りな
＜なっちゃったんです。だもんですから，とうとう業を煮やした会杜側は「お
まえ，その着てる白いワイシャツを脱げ，ブルーシャツに着がえろ。そして工
場に行ってせっせと働け。お客さまなんて幾らでもいるんだから」と。こうい
うわけでいつの間にかブルーシャツを着せられて，セールスマソたちは懸命に
工場で額に汗したというんです。こんな車に乗らされておった買手こそいいつ
らの皮であって，まさにすさまじいんだけれども，つい1年前にはそういう事
態だったということです。がぼちょがぼちょ儲かってしょうがたかったのが，
自動車業界だったんじゃないんですか。驚きです。
　しかしながら，一方，せっかくの退職金か何かでしょぽしょぼと暮らそうと
思っていた人たちは，貸し出し金利が安くなったことに引きずられまして，預
金金利が安くなったものですから，あの老人福祉対策はいずこへか行くという
形にたっちゃったんじゃないんですか。にっちもさっちもいかない，福祉をみ
ずから唱えておいて，みずからぶっつぶしてしまったんじゃなかったですか。
　そしてしかも童ずいことには，土地を提供させることはいいげれども，その
土地の受け手をきめておかなかったということです。たとえぱ特定の個人にし
か売らないとか，特定の公共機関のみにしか売らないというたらわかります。
そうじゃなかったんです。昨今成立しました国土利用法におきまして，知事の
許可制だとカ㍉あるいはまた届け出制というものがようやく認められたんです
けれども，あ重りにおそいということじゃたいですか。
　そこで実は土地を買える人はだれかといいますと，結局金を持っている犬企
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業だったということです。そして売り渡し先の制隈がないものですから，大企
業はその資金のある隈りを使って，とっとことっとこと土地を買ったんじゃな
いですか。借金をしてでも土施を買ってしまえばこっちのものです。あとはも
う寝てれぼ値段はどんどん上がってくれるんですから，そいつを低当に入れれ
ぱまたまた借りることができるわけです。ここにごっそり過剰流動性資金とい
うものができ上がってくることは，あたりまえのことじゃないかということで
す。
　そうしてみれば，おのずからその過剰流動性資金を，いやしくも経営者たる
ものが寝かせておく手はありますか。じゃんじゃんこれを使うことによって，
まず企業側が物資の買い占めを始めたわけです。企業による物資の買い占めと
いうやつがどんどん起こってきてしまったということを，あげてみることがで
きるかと思います。そLてこれがだんだんエスカレートして，芙商杜のごとき
は食管法に触れるようたものまで買うにいたりました。食管法なんて事実上死
法であったやつが，これはえらいことだというわけで，国がおっとり刀でそう
いう連中を追っかげ回しまして，一部とっつかまえたりなんかしたんですけれ
ども，基本的な面からいうと，しり抜けもいいところだったんだということが
いえたんじゃないかと思います。
　かくしてどんどん買い占めというものが，企業によってなされていくと，市
場における商品なんていうのは，子供がやっているおはじき遊びと同じだとい
うことです。おはじきをどこかに二よけいに寄せてしまえば，残ったおはじきは
少たくなるに一きまってるのです。市場という場におげる商品というおはじきは，
企業の買い占め行動が盛んになってくれば，非常に少なくなってまいります。
そこへもってきて低利貸し出し資金で，じゃんじゃん資金が出てくれば，物価
なんていうのはお金の多寡とものの多寡との相関においてきまってくるわけで
すから，物価が騰貴してくるというのはあたりまえじゃないですか。かくのご
とくにして，次から次に物価騰貴現象というものが，起こらざるを得なくなっ
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てきたわげです。そして企業が先ほど申しました，一定の循環遇程をもって・
ますます買い占めをしてくれば，サイコロジカルな面で物不足感ということを，
人々が意識してきますのは，火を見るよりも明らかだということです。
　そこでディマソド・プル型のインフレーショソというものが当然起こってく
るわげです。アービトレリ・ディマソド，いわ砂る仮り需要というものを中心
といたしまして，そこに次から次にディマンド・ブルタイプのインプレが起こ
ってくるというのが考えられるところじゃないでしょうか。トイレヅト・べ一
バーあたりを中心として，どんどん買い占めをしなけれぱならないという間題
が起こってきたわけです。何も石油危機になったからといって・いきなりウン
コを倍するようにたったわけじゃないんだげれども，とにかくトイレットベー
パーを買っておかなきゃ大変だということになって，これこそまさに仮り需要
を中心とした，決定的なサイコロジカルな面の，物の不足感だったということ
なんです。そうやって買い占めまくっていけぱ，狂乱物価の火の手が上がって
くることは当然です。
　加えてもってメーカーたちは，いままではせいぜい資金を調達して，くっく
くっくと働いて物をつくって，その物を売ることによって利益を上げるという
正攻法をやっておったのを，だんだんやめちゃったわけです。ものなんてつく
るのはしんどいわい……。そんなものをつくっているから市場に品物が豊かに
なっちゃって，あまりいいお値段で売れないんだ一・・。いっそのことつくるの
を思いきって少なくして，どんどん買いだめて寝てしまおう……。寝てて待て
ぱものの値段はどんどん上がっていくじゃないか……。ということで，額に汗
してものをつくることの喜びを忘れてしまって，いつの間にか人々は居眠りを
しているうちにもうけていこうじゃたいかというか，時の利をかせいでいこう
じゃたいかというか，まことに悪質な方向へと向かってしまったのです。額に
くっくと汗して作っていげば，生産量は増大しますから，市場の提供物は増し
ていって，需要供給の関係から，価格は安定していくのはあたりまえです。と
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ころが次から次に商品をしまいこんでしまえば，時の利を得てもうかることは
あたりまえでしょうげれども，お客さまの立場というのぱえらいことになって
くることは言うまでもないわけです。かくして一波は万波を呼ぶという形に。な
りまして，次から次に違鎖的に波状攻撃的な物価の騰貴が起こってくるわけで
す。
　こうなりますれば，当然いわゆる組合と経営者との間の，非常に険悪な雰囲
気が起こってきまして，赤旗をぶっ立てまして，彼らは生活権の擁護という至
上命令のもとに，強烈な組合運動を起こしてくるということが考えられるんじ
ゃたいですか。おそらく経営老と従業員との間の実に冷たいクラックが，そこ
に生まれてくるということが考えられるわけです。そのことは当然政治不信と
いうものにつながってくる形になるんじゃないでしょうか。
　かくのごとくにして，何とも致し方もない動きの中に，次第次第に人々の心
は冷え込んでいき，次第次第に世の中は荒れていきまして，至るところに物価
騰貴の現象を見るという，すさまじい状態が育ち上がってしまいましたところ
へ，昨年秋のいわゆる石油ショックというようた間題が突如として表面化し，
遂に狂乱物価の出現というものを見ざるを得なくなってしまったのです。しか
もそれがだんだんエスカレートした段階において本年をむかえるにいたったの
です。たとえぼ，ことLの2月に日銀が発表した数字から今年の1月の卸売り
物価と昨年1月の卸売り物価と比較していきますと，その間において何と34％
も卸売り物価は騰貴しております。小売り物価は同じ1月同士の比較で，20．4
％騰貴しておるわげです。政府は物価の騰貴は世界的な現象だということをい
っております。そうかもしれません。
　Lかし，たとえばアメリカを例にとりますと，これは地球が広いせいか1ヵ
月ほどタイムララヅグがあるんですげれども，昨年の12月と一昨年の12月，す
なわち，47年の12月を100とした場合，48年の12月がどうなっていたかといい
ますと，その騰貴率ば18．2劣にとどまっておりました。34％と比べてみていた
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だきたいんです。小売り物価の騰貴率は同じ12月同士の比較で，日本と違って
アメリカは8．8％の騰貴率にとどまっておりました。日本の20．4％と比べてみ
ていただきたいんです。
　イギリスはどうでしょうか。戦後特に最近に至っては，石炭のストライキな
どを中心としまして・週3日操業くらいしかできないまでの段階におちいった1
斜陽に次く巾斜陽の国だったということがいえるかと思うんですが，この英国あ
たりを例にとり，昨年の12月と一昨年の12月の比較をいたしますと，卸売り物
価の騰貴率は10・2劣ということになっております。小売り物価の同時期におげ
る騰貴率は10・6％なんです。わが国の34％と，それから20．4劣の，それぞれ卸，
小売りの両物価の騰貴率と比較してみていただきたいと思うんです。
　われわれがしぼしば引き合いに出す西ドイツはどうでしょうか。西ドイツは
同じ12月同士の比較におきまして，卸売り物価の騰貴率は8．5％だったという
ことです。小売り物価の騰貴率は何と7．8％にとどまっておったということで
す。
　フラソスはどうでしょうか。フラソスは12月同士を比較いたし童すと，鋼売
り物価の騰貴率は15・8％でしたσ小売り物価の騰貴率は8．5％だったというこ
とです。わが国の34％と20．4％の，このすさまじい開きを見ていただきたいと
思うんです。まさに物価は狂乱の状態にあるということが，ある面からいうと
いえ一るかと思います。そういうふうな事態を生んでしまったんだということを
あげておいてみることができるかと思うのです。
　3月に入りまして物価は落ちついてきたと一部の人々はいっています。冗談
じゃありません，上がるところまで上がれば，どこかでとまるのはあたりまえ
の話です。しかもとまってますか。つい半年ぐらい前に政府は公共料金はでき
るだげ据え置くといってたじゃないですか。このごろは公共料金のくし刺しの
騰貴じゃ底いですか。
　最近の電力を1つ例にとってみましょう。東京電力管区ではこの6月1日疹
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ら，電燈関係は32．1劣のアヅプです。それから電カ関係になりますと，何と
84・9％のアップになっております。9電全部を通じましての平均がやはり50数
％，動力関係で上がっており重す。それから28％強電燈関係で上がっているわ
けです。いかがですか。そのために私鉄が影響を受けて近く私鉄運賃が上がる
だろうと思います。彼らが請求しています申請額を基準としまして，このアッ
プ率を転嫁してみますと，彼らが申誇どおり値上げをしたときの値上げ分の夫
体17％ぐらいが，新しい電カで食われます。国鉄がこの4月にいわゆる運賃改
定をやるはずでしたのが，半年ぱかり延ぼしましたげれども，この秋から上が
ります新運賃体系を中心として約10％が，新電力で食われます。こうしたもの
が一波は万波を呼ばなくて何だろうかということなんです。
　加えてもって，お米の値段がぐんぐん上がっていくんじゃないですか。さっ
き申しました国鉄の運賃ももちろん上がっていくんじゃたいですか。私鉄も同
じです。さらにうまくないことに，偶然私と同じ名前の大臣なんですけれども，
郵政省がまた料金値上げを企画しているとのことで，同じ名前の犬臣だけに気
が気ではありません。こうみていきますと，いままでのものと違って，コスト
インフレの要因がでそろってくるという点で非常におそろしいんじゃないかと
思うんです。
　ただ単なる仮り需要を中心としたディマンド・プルタイプの価格騰貴という
のは，実はその原因がはっきりわかれば，幽霊見たり枯尾花ということで，何
のことはなくおさまっていくものなのです。これはサイコロジカルたものです
から，原因さえわかれぼ沈静させやすいのです。しかしながら，電力をはじめ
とします公共料金系統のものは，実質費用を溝成していく形になるということ
をいわたきゃならないわけです。こういうような点を考えていきますと，おそ
るべき段階じゃないかということを申し上げたいと恩うのです。物価が安定し
はじめたと気安くはいえない面の介在することを強く私は意識せざるを得技い
のです。
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　そしてもしこの上さらに物価が上がっていくものとするなら，遂には賃金だ
けじゃなく，全面的な分野におげる所得政策に入っていかなきゃならなくなる
かも知れません。賃金だげ抑えたのでは不十分で，利子についても，商売自体
の売り上げについても・あらゆる面に関しての所得政策を，広義の段階におい
て取り入れていかなきゃならなくなってくるだろうと思うのです。しかし果た
して，こういうことが簡単にやれるでしょうか。
　インフレを収束させるもう1つの手段としては，たとえばデノミネーション
をやっていくことも考えられると思います。しかしデノミというのは，世の中
の物価が相対的に安定しているときにやらなきゃ，まず成功しないということ
です。戦争ですとか，抜きがたい強制力があれば，狂乱物価を押さえるのにも，
あるいは役に立つかもしれません。しかし今日のようた段階を中心としまして
デノミをやってみようとしたところで，殆ど不可能ではないでしょうか。一時
的に形の上で物価はおさまるかもしれませんけれども，おそらくすぐ反発する
とともに，たぶんこの所得政策にしましても，あるいはデノミネーションにい
たしましても，根本的な問題の解決にはなり得ないと思います。しかもことし
のようた春闘の影響がまた来年以降にあれば，そういう形における破局におち
いらざるを得ないんだということを，私は申し上げておかなきゃならないんじ
ゃないかとも思うんです。しかしそういった諸局面における変革が変革を生み，
混乱が混乱を生ぜしめていって，今日の著しい変貌をつくり上げていったとい
うことは，隠れもない事実だろうと思います。
（2）
　そこでそういうような点をいろいろ考えてまいりますと，やはりいろんな杜
会体制とか，経済体割が変革してまいりますので，マーケティングというもの
のあり方も，従来あったようないき方から，相当著しい変身をせざるを得なく
なってくるんだということを申し上げたいと思うんです。つまり従来あったマ
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＿ヶティソグ，marketing　it　rather　wasと称するものと，近い将来におい
てあるべきマーヶティング，marketing　to　be　in　near　futureと称するもの
とは，やはりいま申し上げたようないろんな情勢，体制の動きを考えた上で，
相当変革していかざるを得なくたっていくんじゃないかということを，あらた
めて申し上げたいと思うんです。
　いろんな局面があるだろうと思います。しかしごく卑近なところから申しま
すと，私たちのいわゆる経済というものは，消費をもって原動力としておると
いうことがいえます。生産はどんなにはでやかに見えるとしましても，消費に
役立つ1つの手段にすぎないんだと申せます。こうみれば，消費の動向こそ経
済を動かし，当然，その中の一部局としてのマーケティソグを規定する大きな
局面をつくり上げることにならざるを得ないと考えます。そういう点から，た
とえば消費の動向が，在来のものと今後のものと，どういうふうに変わっていく
かをつかんでいくことが，やはりmarketing　it　rather　wasから，markeing
to　be　in　near　futureへの変身をするときの考え方の，1つの材料になって
いきはしないだろうかと思うんです。
　そういう点から申しまして，消費の動向を少し探ってみたいと思います。ま
ずあげられますのは，従来の消費杜会におきましては，ひたむきにhigher
1eve1ofconsumptionともいうべきものを追求しようとする空気が強かった
んじゃないかということです。世界の資源を次から次に利用できるということ
を前提としておった杜会におきましては，ひたすらにより高い消費水準を追求
することの中に，消費の考えの中心があり，それに奉仕するものにマーヶティ
ソグの役割りの相当部分があったんだということです。ところが最近は必ずし
もそういうタイプでなくて，むしろstablelevelof1ifeと申しますか，安定
的た生活水準というものを追求しようという空気が強くなってきてるんじゃな
いかということを申し上げたいと思うんです。その安定的な生活水準の実現と
いう方向に向かいまして，マーケティソグは変身していきませんと，やはりま
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ずくはないだろうかということを申し上げておきたいと思うんです。
　従来の杜会ではいずれかといいますと，非常にものが尊重されておったわげ
です。そしていちじるしい所有欲の権化というようなものが見られたんじゃな
いですか。ところが最近はそういう考え方が少し変わってきたんじゃないだろ
うかと思います。つまり最近はむしろ心を尊重Lなげればいけないということ
が，多分に取り上げられる形になっております。それからひたむきに所有欲を
追求するということよりも，必要性に立脚する選択的所有ということが考えら
れるようになってきてるんじゃないかということです。昔はひたすらに欲しか
ったんだと，こういう考え方が強かったんですけれども，最近は必要に迫られ
ての選択的所有ということが，特に採りあげられてきていることを申し上げた
いと思います。
　以前の消費動向を中心としますと，所有欲が支配的で，何もかもほしいんだ
けれども，ふところの状態がそれを許さないとなりますと，せめて1つのもの
でもいいから一点豪華主義で，ばりっとした超デラックスのものがほしいじゃ
ないかということになるわけです。たとえばステレオがほしいということにな
ると，何が何でもそれの高級なものがほしくたってくるわけです。そのために
6桁も7桁に近い金を投じまして，フォアチャソネルステレオを買うわげです。
ところが彼ぱどこに住んでるかというと・身は3畳の聞に下宿してるわけです。
この3畳の間に下宿しておって，7桁に近い6桁の金を使ってすばらしいフォ
アチャンネルステレオを置きますと，ステレオが主役になっちゃって，そこに
寝る彼は寝る場がないんです。足をかがめて寝てるわげです。かつての山の中
の小野田さんみたいなもので，そうやってひざをかがめて寝てる中に特有な満
足感を味わっているんじゃないかと思うんです。ひどいものですね。こういう
状態だったということです。
　ところが最近はそうじゃなくなってきました。先ほど申しましたとおり，あ
くまでも必要性を出発点としての選択所有ということが，考え方の中心になっ
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てきたようです。それとか従来は人々の価値観というものが，生意気にも多元
化してきまして，だんだん物欲の1つの表現として，価値観の表明というもの
がやられるようになってきました。特に乗ってる車が，動くなんていうことは
たいした機能じゃなく、それを持ってることにおける，いわば人々のステイタ
ス・シソボルを満足させるとか，特有な個別的な価値感を満足させるというこ
とに，ウェートが置かれてきていたんじゃたかったでしょうか。極端なことを
いうと，動かなくたっていいんです。かっこいい車なら，なんでも役に立つん
だ，それがおれの1つの象徴だなんて，かわいそうに，人の心じゃなくて，も
のを象徴にしていたんですから，ひどいものです。ですから1台1台がみんな
違った車という形になったんじゃないですか。たとえば「セリカの敵はセリカ」
なんていうことをいい出しまして，同じセリカでもみんた違って，組み合わせ
の法貝Oでとっていきますと，32万6，000通りぐらいの組み合わせができ上がり
ます。実際には世の中に出回りましたのが8万通りく｛らいだったですから，フ
ルチョイスシステムというのをまだまだやれておったんですけれども，だんだ
んガソリソは高くなりましたし，自動車の保持がむずかしくなったものですか
ら，少し事情が変わっちゃったんだということです。そういうふうな形でもの
すごい個入的な価値観の追求を中心としておったものが，最近はいずれかとい
いますと，標準化したもの，単純化したものへと向かってるんだということな
んです。
　去年の2月，3月，4月ぐらいは車が爆発的に売れたということを申しまし
れことしは対前年比をとりますと，毎月毎月車の登録台数は，対前年30％以
上減少しております。ところがその中でわりあいに標準化タイプの著しいセダ
ソ率なんていうものにつきましての減少率はそんなに高くないです。一部のス
ポーティタイプの車なんていうのは，67劣ぐらいの滅少です。さらに個人酌な
価値観の対象に危っておりました，たとえば耐久性消費財の一部のものなんか
にっいては，標準化方式というようなもの，単純化方式というものが，非常に
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取り上げられていったということになってきてるわげです。いまのような形か
らスタイノレやデザインということが非常に尊重されておったわけです。ところ
が最近はむしろ品質そのものとか，機能性ということが非常に高いウェートを
持つようた形になってきて，必ずしもスタイル，デザインだげで追いまくられ
る時代ではなくたってきたんじゃないでしょうか。ここらにも変革の1つのき
ざしをとらえ，昔取ったきねづかでマーケティソグをやっていっても，今後の
マーケティングは成功しないかなと思われる1つのゆえんがあるわげです。
　以前はファッショソ追求意識というのが非常に強かったようです。一発特定
のファッショソが出ますと，ネコもしゃくしもそのファッショソを追求せざる
を得なかったわけです。全く無批判に，自分のからだのかっこうを少しは考え
たらいいのにと思うんだけれども，その太い足に超ミニスカートかなんかをは
いて，棚っけつのやつがよたよた歩いてはみたものの，さすがに見るに見かね
ちゃって，自分で変なブーツをはいてみて足の一部は隠してみたんだけれども，
全般にはにっちもさっちもいかなくて，動きがとれないような段階を見ておっ
たんじゃないだろうかということなのです。しかもそういうフブッショソがあ
ると，そのファッションに飛びつかざるを得なかったんです。ファッショソに
は無条件に憧僚しておったんだということです。
　ところがこのごろもファヅション追求意識は非常に強いんです。このごろは
むしろファヅショソ産業が伸びる産業の一分野にたっておるかと思われる程で
す。あるいは頭脳産業とか，省力化機械産業とかが伸びる分野になっているか
と思いますだけに，．ファッションは非常に重要なんですけれども，このごろは
ファッションに対して多分に批判性を持って，自分の体型に合ったこのファッ
ションは取るとか，自分の好みに合ったこのファヅショソは取り入れる・…・㌔
これは非常にはやってるけれども私はやらないんだ，というような，ファヅシ
ョソヘの選択意識というのが非常に強くたってきたということです。この辺も
考えなきゃいけないかと思います。
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　それから以前は使い捨てということが非常に多かったわけです。最近はじょ
うぶで長もちということがさかんに取り上げられるようになりました。昔は衝
動買い（inpu1se　buying）というものが著しかったんじゃないかということで
す。最近は計画的購入ということが非常に高い比率を占めております。比率を
占めておりますというのは，実は私は市場調査が専攻なものですから，各所で
いろんな市場の実態調査をやっておるんですけれども，きょうは数字のことを
言っておりますと，時問がたっちゃうものですから，その中でわりあいに著し
く出てきました数字に見合う項目を中心にお話ししてるわげです。
　以上のようなことを考えますと，昔は個人を中心としてのいろいろな消費行
動があり，なかんずくヤソグをねらえという空気が強かったんです。このごろ
は節約ムードだとか，機能性だとかということが取り上げられているものです
から，個人のヤングというより，むしろファミリーをねらえというような段階
が，著しく強くなってきてるとみることができるかと思います。そして以前は
もっぱら計画的陳腐化なんていうことで，ライフ・サイクルをものすごく短く
していこうじゃないかという雰囲気があったわけですけれども，最近はいずれ
かといいますと，どうやって巨ング・ライフを保たせるかということです。ロ
ソグ・ラソをどうやって実現させていこうかということについて，多分な配慮
がカロえられるようになってきておるということです。
　こういうようないろんた事態を振り返って考えていきますと，以前の消費動
向は一言にしてまとめてみれば，higher1evel　of　consumptionへの追求でし
たが，先ほど縫綾申し上げたことを一言にしてまとめていえば，最近はstab1e
1eve1of1ifeの確立にむかいつつあるといえましょう。そこでmarketing　it
ra血er　wasと称するものはどちらかと申しますと，higher1eve1of　consump－
tionの実現にいろいろな形で協力することが必要だったと思われ童すが，こ
れからはstable　leYe1of1ifeというものの確立に，いかに貢献するかという
方向に考えを新たにしていかなければたら放いんじゃないかというのを，マー
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ケティングの方向転換の第1点としてあげてみることができるのではないかと
思うんです。
　価格面をとってみましても，ずいぶん違ってきてるものがあるんじゃないか
ということです。実は従来の価格形成というものが，ある面では片寄っておっ
たといえたんじゃないだろうかと思うんです。一部の経済学の人たちに言わせ
ますと，価格というものは生産費プラスアルファの利潤をもって決定されてい
くと申します。これを価格形成における生産費説といっています。しかし同時
にまた一部の経済学者に言わせますと，価格は必ずしも生産費できまるもので
はなく・需要の強さによってきまるんだということを申しまして，価格形成に
おげる需要説というのをあげております。しかしながらこの両方の原理的な考
えに必ずしも従っていなかったのが従来の価格形成であったと思うんです。
　実は価格形成に関しても二極化の理論というものをとらえてみることができ
やしないかと私は思います。一部の企業がひたむきに向上と発展をねらってい
きましたことは，先ほど申し上げたとおりなんです。ひたむきに上昇の一路を
たどろうとするために，規模の利益を得ようというわげで，幸いにしてそれに
成功していった連申は，だんだん寡占（01igopoly）体制の確立ということ
に，その成果をあげていったわげです。そして半独占に近い状態ともいうべき
oligopo11stic　conditionのもとにおいて，残存した一番弱小な企業はこれを隈
界企業といいますげれども，この隈界企業の一番コスト構成の悪いところで，
原価主義を中心として計算し，プラスアルファの利潤をつげて管理価格とし，
より効率的なところはもっと安くつくれるはずだげれども，鎖は一番弱いとこ
ろから切れるだろうというわげで，その一番高い価格を固持するという市場態
度で顧客に接するという面があったようです。そして寡占体制の利をとりまし
て，この管理価格をいやおうなく人々に押しつけていったのです。これは必ず
しも正しい生産費説を中心とするとはいえないんじゃないでしょうか。杜会に
おける勢力説のいたすところであって，何ともしかたがないんじゃないだろう
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かという，一方の極限をつくっていったのです。他方，ちっこい，こちょこち
ょした企業は，すさまじいまでの価格競争をやってるわけです。のどもとをか
き切るような碗椿競争というものをやっていったわけです。そしてそれにとど
まらず，non－price　cOmpetition特にサービス競争なんかを中心としての，す
さまじい競争をやっていったわけです。ですから，原価採算主義なんていうこ
とは無視しちゃって，価椿形成におげる部分補償の利に甘んじ，しかもそれが
ぎりぎりの線まで下がっていって，なおかつそこにサービス・ポリシイを加え
ていかなきゃならないのが実状です。あっちではマッチをつけたそうじゃない
か，こっちでは子供に風船を渡そうなんていうことになると，少し大きな企業
はrお買いくだされば熱海へ！泊」なんていうかと思うと，もっと大きた企業
は，「7日間ハワイヘ飛ぼう」なんていう調子でやっていかれるものですから，
価格競争だけじゃなくて，サービス競制こ悩み，資本力の相違に苦しみ，経営
規模の格差にあえぐといったような状態で，完全に1つのどろ沼合戦をやって
いったということじゃないかと思うんです。
　確かに後者は一種の需要を強圧的に刺激していく材料にはなったかもしれな
いげれども，これは本来の価格形成とはほど遠いものだといわなげればならな
いんじゃないかと思うんです。つまり正しい価格形成が必ずしもやられていな
かったということを，申し上げないわけにいかないんじゃ恋いかということで
す。かと思いますと，商品に存する付加価値をできるだけ大にしていくことに
よって，ハイ・デラックス，ハイ・プライス・ポリシイということを考えてい
ったわけです。
　たとえぼ子供のデスクを1つ例にとったって，机と椅子があれば十分勉強で
きるはずです。ところが業者達はいろんな気を回しまして，机の前にすわった
って本を取ってこなければならないだろう……。本を置く場所として本箱があ
るだろうか一・・，都屋の片隅にでは左く，机の前にでんとそれを備えつけてし
まえば，そこからすぐ取れるじゃないか……，ということ争こなるわけです。便
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利でしょうというわげです。本を読むには結局ノートと鉛筆を便わたきゃなら
ないだろう・一・。鉛筆削りがどうせいるだろう……，というわげで，その本箱
の一角に電動式の鉛筆削りをくっつげるわけです。あまり勉強ぼかりLている
とかわいそうだ……，というので，そこにラジオをくっつげてみます。そうか
と愚うと，おかあさんからお小づかいをもらったときに，貯金箱がなくちゃ…
…，ということで，貯金箱を机の一隅にとりつげます。子供たちはわざわざ取
りに行けば運動もしますから，からだもよく動かすんで，肥満児にならなくて
済むんですげれども，机の上にある本箱から本を取っておれば肥満児になるの
はあたりまえじゃないですか。そして肥満児というやつはちょっと勉強すると
すぐに心臓がパクバクしますから，じきにやめちゃうわけです。鉛筆削りも電
動式なものですから，ジャーなんて鉛筆を削り回して遊んでるわけです。そし
てラジオを聞いてるのです。それからおかあさんからもらった100円玉をチー
ソと入れまして，100円玉のころがる快音を聞いておるわけです。ああなると
一体いつの時聞に勉強しておるのかといわざるを得なくなります。
　メーカーは，あれこれして付加価値を高めたと称してハイ・プライスをつげ
ていこうとしているのかも知れませんが，実際にはおかしいですね。むしろ実
質的な品質とか，実質的な機能性とかの実際のユーティリティというものを中
心として，商品の用途は確立していかなきゃならないんじゃないでしょうか。
われわれはそういうことを今回の苦しさを通じて，ようやく身をもって学んで
きたんだといわなきゃならないと思うんです。そしてそれを基準といたしまし
て，今後は生産費を明示することによって，その適正価格をきめていこうじゃ
ないかということが，だんだんいわれるようになってまいりました。そしてま
た国会のおじさんたちもそういうことをよくいってるわけです。原価表を明示
Lろなんて，あの赤いじゅうたんの前でえらい杜長さんをつかまえましてやっ
ているわげですけれども，大体彼らが原価表なんかを見てわかりますか。ぼく
はそういっちゃ何ですげれども，20数年間通産省の登録診断土をやっておりま
836
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すし，しょっちゅう原価計算なんかに立ち会わされておりますが，とっさに見
せつげられた原価表なんていうのはわからたいです。その店に少なくとも1週
間位実際に働かせてもらって，いろんな事態を的確につかんだ上でなげれば，
その原価が妥当かいなかということはそう簡単にはわからないんです。4たす
4が8だなんて，そんな計算をしたってだめなんです。この間もお豆腐の原価
計算をやっているところにちょっと立ち会ったんですけれども，一生懸命電卓
で計算を入れてるわげです。確かに計算はあってます。自分が計算するんじゃ
なくて電卓が計算してくれるんですから，どんなばかだって，あれは押せぼ答
えは出るんですから。ところが豆腐をつくるのにむかない大豆を，原価計算の
基礎にしてるんです。こんなばかなことがありますか。半可通のやっているこ
となんて大体そんなことです。ピソトはずれもいいところです。そんな次第で
すから，何がほんとうの原価かということをとらえますのは非常にむずかしい
です。10軒の企業があれば10の原価計算が出るんです。いや1つの企業にさら
に10ぐらいの原価計算方式があるんだということです。ですから原価主義でい
げばいいなんてもっともらしいことをいいますげれども，何が原価なんですか
と，こう聞きたい面があるわけです。したがって，単一プライスということよ
りも，今後はプライス・ベルトというものを考えていかなきゃならなくなって
くるんじゃないかと思うのです。プライス・ベルトを中心としてのいろんな規
制とか，あるいは方向性の発見ということに当然なってきやしないだろうかと
思います。こうしたプライス・ポリシイにおげる変革というものを取り上げて
いかたいと仕方がたいと思うんです。
　サービス・ポリシイにおいてもいえると思うんです。
　昔は一昔はといってもついこの間の昔ですげれども一一売れるという見込
みさえあれぱしゃにむにサービスをしていったわけです。しかもそれは押しつ
けがましい一方的サービスをじゃんじゃんやっていったわげです。たとえば都
内無料配達いたしますなんて，ちょっとかっこいいようですけれども，しょっ
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ちゅうばかの一つ覚えで無料配達されたって，一向ありがたくない場合がちょ
いちょいあるんだということです。サービスというのは，カストマーの二一ズ
にあった受けこたえをして，はじめてサービスなんだということです。押しつ
けがましい，こうしてあげますよ，なんていうサービスがありますか。カスト
マー・二一ズというものをもっと考えたようなサービスに，今後は切りかえて
いかなげればならないんじゃたいでしょうか。いままではセールス・ブロ壬一
ションにもっぱら奉仕するサービスであった。今後はむしろその品物の機能性
とか，品質とか，価格とか，数量単位とか，そういったようなものをいろんな
形において，人々に十分満足を得てもらうような形の表示をしていくとか，そ
ういうふうた意味のサービスということが，必要になってくるんじゃないだろ
うかと思います。
　この辺についてのサービスにおける方向転換を根本的に考えてみるべきでは
ないでしょうか。ところでサービスの一形態として一定期間における品質保証
（WarrantS）ということがあります。これはある面からいいましてまことに
結構です。しかし実は必ずしも商品の損耗度にあわせてではなく，いずれかと
いえば，都品の在庫管理の関係上，一定期問以上部品を在庫しないという原則
にたって，それにすべてを合わせちゃって，品質保証の領域がきまってしまう
ことが多かったのです。じょうぶで長もちさせようと思って，ちょっとつまら
ないピスが1つ飛んだぐらいで持っていきますと，「これは期限が切れました
から直りません」といぱっているんです。ひどいものじゃないですか。そうい
うようなサービスで一体いいのかしらという問題が出てくるかと思うんです。
そういったような面からいろいろ検討していきますと，サービスについても
marketing　it　wasと称するものと，marketing　to　beと称するものについ
て，ずいぶん検討し直さなけれぱならない面があるんじゃたいかと思います。
　私は広告だってそうだと思うんです。昨年度はだいぶ荒れちゃいましたから，
あえて一昨年度について申しますと，広告費が全体で8，800億円弱出ておりま
838
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した。これはその年度（47年度）におきますGNPの約1％に近い金額です。
4大媒体としての，テレビ，ラジオ，新闘，雑誌，これだけをとりましても6，770
億門くらいの金が流れておったわけです。ところがその巨大な広告費のうちの
何と3分の2ぐらいまでは，何かの形におけるムード広告であったということ
です。7イーリング広告であったということです。しかもそのムードやフィー
リングによって買っておった消費者という，ぱかな大衆がおったんだというこ
とです。そしてあとで気づいて広告に一ぱいかまされたなんていうのは，自分
のばかを天に向かっていってるみたいなものじゃないかと，私は思うんですけ
れども，そういうふうな事態が繰り返されておったということは慎重に考えな
ければならないと思います。
　けれども今後の広告というのは，先ほど申しましたサービスにおけるカスト
マー・二一ズと・ある意味において同じことなんですけれども，その品物の用
途は何なのか，その品物の融通性は何なのか，その晶物の取り扱い法はどうし
たらいいのかとか，その品物の耐久性はどのくらいあるんだとか，その品物の特
色は一体どこにあるのかとか，価格の体系はどんなものであるかとか，あるい
はまたどういう数量単位があるのかとか，俗に。セリソグ・ポインツ（販売上の
要点）と称しているものがありますが，そうしたセリソグ・ポインツを巧みに
表明していくようなタイプのいわゆる説明広告的な領域というものが，非常に
大きな比重をたしてこなきゃ汝らないんじゃないかということを申し上げたい
んです。こうしたことを忘れてただムーディな，ただフィーリソグ本位の，た
だユニークさのみをねらう広告というのは，やはり今後のマーケティソグにお
いては・考え直さざるを得なくなってる面がありはしないかと思うんです。
　企業広告あたりを例にとりますと，これはいずれかといいますと，1つの権
威の象徴であったり，あるいはやはりムードの表明であったりという面が，非
常に強かったんじゃないだろうかと思います。これも僕は方向転換を必要とす
るものじゃたいかと思うんです。実は企業広告におきましては，その企業がど
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ういうふうな営業のレパートリーとか，生産のレパートリーを持っておるかと
か，どういうふうな技術方式をとって運用しているかとか、あるいはその企業
がどういうふうな杜会的責任を具現することができるだろうかというような表
明の場であっていいんじゃないですか。
　もちろん広告は何と申しますか，ひたむきにそういう機能性とか，ひたむきに
そういう一般性だけを追求しろとは申しません。やはりムードとかフ4一リソ
グという甘いお砂糖がかぶせられていることは必要なんです。しかし従来は砂
糖しかなかったんじゃないですか。ムードしかなかったんじゃないですか。フ
ィーリングしかなかったんじゃないですか。こんななかで買わされちゃって後
で文句をいうのも，ある面からいうとあたりまえじゃないかということは出て
くるだろうと思います。この辺における広告体制の転換ということも，maエke－
ting　it　wasからmarketing　tO　beへの課題として取り上げられやしないだ
ろうかということを申したいのです。
　経路政策という面でも考えねぱならぬことが多々あると思います。従来は，
いわゆる垂直的た合同にしましても，水平的な合同にしても，いずれかという
と金のつながりによるところのそれである場合が非常に多かったんです。金の
切れ目が縁の切れ目なんて調子でやっておったケースが，非常に強かったと思
います。どんなディーラー・ヘルブスが一番効果的かとメーカーに聞いてみま
すと，リベートをやっておけぼいいんだろうというのが，ものすごく高い回答
だったということです。温泉なんかに招待しておけぱいいだろうというのが，
すごく高い回答だったということです。当杜のミショナリ・セールスマンを送
れぼいいだろうというのが，これまた高い回答だったということです。
　考えてみますとリベートを出すのにはものすごい金がかかるわげです。半期
に1回水引きをかけまして，お盆の上に乗せてうやうやしく持っていく1万円
札の札束は，すさまじい金がかかるわげです。温泉招待もすごい金がかかりま
す。音みたいなちゃちな温泉招待したってだめですから，ごっそりしたものを
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やって，しかもそこに芸老かなんかを呼ばなきゃたらないとたると容易じゃな
いです。さすがにあまり金がかかってかなわないのでしょうか。このごろのメ
ーカーたちは芸者を呼ぶことはやめまして，r何とか経営講演会」なんて大学
の教師を連れてきて，安い議師料で芸著の肩がわりをさせたりしまして経費節
減をやってますけれど，ひどいもので，まさに驚きというほかありません。
　ミショナリ・セールスマンを使うのに，たとえぼ某化粧品会杜などは，高校
出の口ばしの黄色い女の子を連れてきまして，2ヵ月ぐらい合宿でぶっ通しの
講義です。1人1人にちゃんとお化粧の台がありまして，お化粧のLかたをす
べて教えてくれるわげです。と同時にマーケティソグの講座もありまして，私
は時々そこへ出かけていくんですけれども，その雰囲気のはでなこと，きょう
の会合の比じゃございません。ああいうところならしょっちゅうただで働いて
も，一向に文句はないなんて思うんですけれども，1人当たりごっそりした金
を使ってるんです。そLてこれをミショナリ・セールスレディとして・いわゆ
る美容部員なんかとしまして送り込んでるわげです。こんなに金をかけてるん
だから，先様は御の字つきだろうと考えてるわけです。しかし相手方は必ずし
もそれを喜んでるとは限らないのです。そういうパリパリのミショナリ・セー
ルスがやってきますと，「あんた幾ら月給取ってるの」なんて聞くと，こっち
の人の倍ぐらい取ってるわけです。「私もやめちゃおうかしら」なんていうこ
とになって，みんなやめられちゃったんでは，頼んだ店としては，元も子もな
いじゃないかということになるわけです。リベートをもらうだけはだれも文句
をいわないようですけれども，そのほかのことに関しては，たいしたことはな
いんだということになっちゃうわけです。全く金の切れ目が縁の切れ目という
よう恋話です。こんなことで，今後は一体よろしいんでしょうか。むしろ今後
は安定契約とか，安定供給というものをはかる相互の連帯意識を持っていくこ
とが必要じゃないだろうかと思うんです。各店にはそれぞれ能力の差があるん
ですから，応能主義というようなことを考えていくとか，相互保全主義という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　841
　350
ような閥懸の中に，新しい体系づくりとしてのチャンネル政策があるんじゃな
いだろうかと思うんです。
　経営のデシジョソ・メイキングの基礎そのものを例にとりましたって，従来
ぽいずれかというと経営規模の拡大と競一争力の強化，シェアの拡大，そして利
益の追求と資本の効果的運用というところに，もっぱらの中心があったんじゃ
ないかと思います。しかし今後は適当な競争領域の相互尊重だとか，ひたむき
な経営規模の拡大ということよりも，適隈規模の発見というような間題とか，
利益の追求ということももちろん大切ですけれども，確かに一方から申します
と，資本の合理的な運用の一環としての利益計画とか，企業の存続と発展を求
めてのいわゆる資本運用とか，こういったような局面において，いろいろな検
討がなされていかたげればならないんじゃないだろうかと思うんです。
　こういうふうに見てきますと，消費の面でも，価格やサービスの面でも，広
告の面でも，あるいは経路政策の面でも，またデシジョソ・メイキソグのあり
方自体につきましても，従来のゆき方とこれからのゆき方の間には。いろいろ
な違いが出てくるんじゃないかということがわかります。そういう点，やはり
時代認識におげる近代化とか，あるいは設備における近代化だとか，あるいは
また管理機構におげる近代化であるとか，あるいは，いわゆる意思決定におけ
る近代化であるとか，こういったようた諸局面におげる近代化方式というもの
を取り入れる新Lいビジネスでなげれぼならないと思うんです。
　そのBUSINESSのBというのは，bhngingthesocia1welfare　and　co・
prosperityそういうことをあらわすBじゃないかと思います。BUSINESSの
Uは，uti1izing　the　marketing　techniquesつまりマーケティソグ・テクニ
ークのいろんな局面を，巧みに活用していくところのUでなげれぱならないか
と思うんです。BUSINESSのSというのは，su岬eyandana1ysisいわゆる
十分な観測と分析ということが必要になってくるんじゃないかと思うんです。
それからBUSINESSのIというのは，いわゆるideacreadonという間題じ
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やないだろうかと思うんです。それからBUSINESSのNは，network　of
communicationということじゃないでしょうか。BUSINESSのEは，estab－
lishing　the丘nancial　controlという間題じゃないかと思います。あるいは，
establishing丘nancia1plamingでもけっこうです。その次に2つばかりS
がございますけれども，そのうちの1つのSはsa1es㎜anshipということだと
思います。もう1つ最後のSは，setting　up　the　socia1resPonsibi1ities（杜
会的責任体制の確立）ということじゃないかと思うのです。
　今後のビジネスはBUSINESSという綴りの1つ1つが意味するような，
局面を持っていることと，それらのビジネスがいわゆる存続の原則とか，発展
の原則とか，共栄の原則とか，杜会的奉仕への原貝町とカ㍉　こういうものをもっ
て運営されるときに，新しいマーケティソグの夜明げを見出していくことがで
きるんじゃないだろうかと思う次第でございます。
　ちょうどいま5時に・10秒前となりましたので，この辺でへたな坊主の長談義
というのを切らせていただきたいと思います。ご清聴ありがとうございました。
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